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６
月
１
日
㈰
　
運
動
公
園
サ
ブ
体
育
館

小
学
生
低
学
年
を
対
象
と
し
て
い

る
の
で
、
厳
し
い
ル
ー
ル
に
こ
だ
わ
ら

ず
に
、
楽
し
む
事
を
重
点
と
し
ま
し

た
。
昨
年
よ
り
も
参
加
チ
ー
ム
が
多
く

試
合
時
間
も
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
子

供
達
と
育
成
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
が

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
の
が
、
印
象
的

で
し
た
。

風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
風
に
影

響
さ
れ
や
す
い
為
、
窓
が
充
分
に
開
け

ら
れ
ず
熱
中
症
等
の
心
配
も
さ
れ
ま
し

た
が
、
育
成
会
役
員
の
方
々
に
協
力
を

い
た
だ
き
無
事
に
終
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

６
月
14
日
㈯
　
吉
田
小
学
校
体
育
館

総
当
た
り
戦
と
な
っ
た
今
大
会

は
、
５
回
目
と
言
う
事
も
あ
り
、
難
し

い
ル
ー
ル
も
子
供
達
の
中
に
浸
透
し
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
６
年
生

が
、
ま
だ
ル
ー
ル
の
わ
か
ら
な
い
下
級

生
に
教
え
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
、
試
合

も
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
協
会
公
認
の
審
判
員

の
基
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
と
て
も

い
い
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

吉
田
小
学
校
体
育
館
は
、
こ
の
日

を
持
っ
て
取
り
壊
さ
れ
ま
す
。
最
後
の

体
育
館
に
ふ
さ
わ
し
い
白
熱
し
た
大
会

に
な
り
ま
し
た
。

～７月27日（日）たつみ祭り｢昼の部｣を開催しました。～
暑い中でしたが、多くの子供達が参加し、賑わいました。
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鍛えよう体　育てよう仲間　広げよう友達の輪
第
3
回

　
風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
レ
ク

　
育
成
会
委
員
会

第
5
回

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

たつみ祭り 子ども広場

優勝 男子　桐原 女子　東町

消しゴム釣り バルーンアート ビンゴゲーム



～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える 地域のチカラ～

　去る 7月14日吉田公民館大教室において、来賓各位、多くの関係者の皆さんが
教室いっぱいになる中で開催されました。最初に広報映画「Walk Together」（父
親から暴力を受け続けていた少年が、暴行事件をおこし少年院に収容されたが、
その後保護司や介護施設のボランティアで出会った人たちを通じて、立ち直りを

する一人の少年の物語）鑑賞した。
　その後、長野少年鑑別所　統括専門官の川俣五三さんが「処遇現場から見た少年非行」と題しご講演をい
ただきました。
　少年が犯罪や非行に陥らないよう、また不幸にして犯罪や非行を犯してしまった彼らの立ち直りを地域で
支え、犯罪のない明るい社会を築こうとする運動の趣旨に沿った大変有意義な集会となりました。少年が非
行や犯罪を犯す環境は時代により内容は変わってきているようですが、その要因を家庭の問題、教育の問題
などとするだけでは解決は難しそうです。罪を犯してしまった少年が立ち直ろうと頑張っている姿を見て、
さらには被害者の感情など見ますとやはり犯罪のない明るい社会の構築に我々一人ひとりが無関心であって
はいけないと再確認いたしました。

福祉推進員研修会　　認知症サポーター養成講座

　認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が死んでしまったりして、脳の司令塔の働き
に不都合が生じ、さまざまな障がいが起こり、生活する上で支障が、およそ６ヵ月以上
継続している状態を指します。
　認知症は身近でひと事ではありません。認知症の人が記憶障害や認知障害からの不安に陥ったり、周りの人
との関係が損なわれることも見うけられます。また、介護についても大きな問題となっています。

・・・　たとえ認知症になっても「住み慣れた地域で暮らしたい」「その人らしく生きたい」　・・・
　地域包括支援センター吉田の指導により、認知症について症状や予防についての考え方、接する時の心構え
や支援、介護をしている家族について寸劇を交え学びました。正しい知識をもつことで、「認知症を理解し、認
知症の人や家族を見守る、安心して暮らせるまちを」みんなでつくっていくことを目指しています。（参加者には、
認知症サポーターとしての証として、オレンジリングをお渡ししました。認知症サポーターは「なにか」特別な
ことをする人ではなく、認知症の人やその家族の「応援者」です。）

福祉委員会

福祉推進員とは
　地域福祉活動の担い手として活動しています。吉田地区には約200名の皆さん
が、お茶のみサロンやふれあい会食会地域での見守り等各地域福祉会の事業計画
に基づいて活動しています。住民自治協議会では、サロン事業で活用できる講座
や推進員の皆さんのリフレッシュを兼ねた研修会を行っています。

認知症を学び 地域で支えよう

「第64回吉田地区社会を明るくする運動住民集会」「第64回吉田地区社会を明るくする運動住民集会」

横町（包括支援センターの役割と特殊詐欺について）

～ 楽しい地域福祉会サロンにお出かけ下さい ～

広町（ハンドベルで楽しく）

上町（特殊詐欺に気をつけて）

上町（夏休みの子どもとマジックショー）
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　地域のみなさんが健康的な日常生活をおくれるように、健康意識を高め、広める活動を吉田保健センターに
協力していただき行っています。６月より健康講座を開催しています。どなたでも参加いただけますので、一
緒に健康づくり、仲間づくりをいたしましょう。

保健委員会
健康講座健康講座

運動講習会（6月13日・7月17日）

健康運動指導士の清水由佳先生のご指導で約40名の参加者の皆さんといい汗をかきました。
～まず歩けるからだを楽しくつくろう～

　
6
月
1
日（
日
）、

野
球
は
、
１１
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
途
中
、
豪
雨
で

試
合
が
ノ
ー
ゲ
ー
ム

の
年
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
最
高

の
天
候
に
恵
ま
れ
た

中
で
出
来
き
て
、
皆

さ
ん
大
変
満
足
さ
れ

ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
、
13
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
、例

年
同
様
に
接
戦
の
試

合
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
進
め
な
か
っ
た

チ
ー
ム
も
力
は
同
格

で
し
た
。
試
合
で
は

選
手
と
応
援
の
皆
さ
ん
が
一
体
の
声
援
が

響
き
渡
る
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ

て
、
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
満
足
の
1
日
で
し
た
。

★
成
人
野
球
試
合
結
果

　
優
　
勝
　
広
町
Ｂ
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
東
町
Ａ
チ
ー
ム

　
第
3
位
　
中
越
Ａ
チ
ー
ム
　

　
第
3
位
　
押
鐘
チ
ー
ム

★
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合
結
果

　
優
　
勝
　
中
越
Ａ
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
小
町
Ａ
チ
ー
ム

　
第
3
位
　
広
町
チ
ー
ム
　

　
第
3
位
　
中
越
Ｂ
チ
ー
ム

　
7
月
26
日（
土
）
夕
刻
６
時
よ
り
、「
み

て
楽
し
く
、
踊
っ
て
楽
し
く
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
今
年
も
、
参
加
連
地
区
・

企
業  

19
連
、
中
学
生
22
連
の
41
連
、
大

人
2
0
7
9
名
、
子
ど
も
1
6
4
1
名

の
合
計
2
7
2
0
名
の
大
勢
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
、
２
時
間
30
分
大
通
り

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
、「
何
丸
連
」
と
称
し
て
、

連
の
内
側
を
一
列
で
踊
る
こ
と
を
始
め
、

今
年
は
、
そ
の「
何
丸
連
」
の
法
被（
揃

い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
）
を
揃
え
、
36
名
の
皆

さ
ん
が
軽
快
な
踊
り
で
、
踊
り
を
更
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
や
や
暑

過
ぎ
る
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
風

の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
小

学
生
、
中
学
生
、
大
人
の
気
持
ち
を
合

わ
せ
て
踊
り
、
元
気
な
掛
け
声
が
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
、
人
が
大
勢
集
ま
っ
て
行
う
行
事

が
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
吉
田
町
が

「
吉
田
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら

し
さ
、
良
さ
を
継
承
す
る
大
切
な
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

公民館委員会
吉
田
町
成
人
野
球
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〜
す
が
す
が
し
い
汗
か
き
ま
し
た
〜
　
　

吉
田
町
成
人
野
球
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〜
す
が
す
が
し
い
汗
か
き
ま
し
た
〜
　
　

吉
田
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

〜
第
39
回
吉
田
び
ん
ず
る

第
７
回
何
丸
踊
り
　今
年
も
盛
大
〜

　
　

吉
田
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

〜
第
39
回
吉
田
び
ん
ず
る

第
７
回
何
丸
踊
り
　今
年
も
盛
大
〜

　
　

頑張った自分に「ありがとう」　一緒に過ごした皆さんに「ありがとう」忘れずに自分のペースで毎日少しずつ続けていきましょう。

晴れ晴れした選手の皆さん晴れ晴れした選手の皆さん表彰された皆さん表彰された皆さん

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
踊
る
中
学
生
の
皆
さ
ん

楽
し
く
踊
る「
何
丸
連
」の
皆
さ
ん

　

ふくらはぎやひざを片足ずつもみ、
全身の血液循環がよくなった。

ボールの色グループに分かれての体操では、
お互いに笑顔で仲良くなった。

「365歩のマーチ」の歌に
あわせて元気にワンツー・ワンツー♪
　楽しくできた。

「腰もひざも痛くてね…」との声に、「できる運動は必ずありますよ！」と励まされました。
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美
し
い
　
吉
田
町
の
　
た
め
に

環
境
美
化
部
会
は
、
健
康
で
住
み
よ
い

生
活
を
営
む
た
め
、
家
庭
は
も
と
よ
り
地

区
内
の
河
川
・
側
溝
お
よ
び
公
共
の
場
所

な
ど
の
清
掃
美
化
と
生
活
環
境
の
浄
化
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

ご
み
の
な
い
美
し
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
に
、ご
み
・
廃
プ
ラ
・
資
源
の
分
別
指
導
、

不
法
投
棄
防
止
な
ど
の
ご
み
問
題
対
策
、

ま
た
環
境
美
化
対
策
と
し
て
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
推
進
、
チ

ラ
シ
や
回
覧
に
よ
る
啓
発
活
動
を
年
間
事

業
と
し
て
発
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら
環
境
美
化

に
つ
き
ま
し
て
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
ご

み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
」
づ
く
り
の
た
め

に
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

長
野
少
年
鑑
別
所
　
視
察
研
修

西
堀
区
長
　
　
町
　
洋
三

七
月
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
化
月
間
に
先
駆
け
、
区
長
部
会
で
は
六

月
二
十
日
、
三
輪
五
丁
目
の
長
野
少
年
鑑

別
所
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

少
年
鑑
別
所
は
戦
後
ま
も
な
く
で
き
当

初
は
善
光
寺
に
あ
り
、
そ
の
後
現
在
の
三

輪
に
移
転
し
ま
し
た
。

施
設
内
は
一
人
部
屋
と
二
人
部
屋
が
あ

り
、
二
十
名
が
収
容
可
能
で
す
。
ま
た
、

図
書
室
（
卓
球
可
能
）
や
面
接
室
、
小
規

模
で
あ
る
が
屋
外
運
動
場
も
あ
り
ま
す
。

県
内
に
は
、
こ
こ
一
か
所
の
た
め
遠
く
は

飯
田
か
ら
の
少
年
も
…
。

少
年
鑑
別
所
は
更
生
施
設
で
は
な
い
た

め
、
非
行
を
犯
し
た
少
年
が
、
家
庭
裁
判

所
か
ら
送
致
さ
れ
、
約
一
か
月
間
生
活

を
し
ま
す
。
そ
の
間
に
過
去
を
絵
に
描

い
た
り
、
毎

日
日
記
を
書

く
、
自
分
を

振
り
返
る
な

ど
、
今
ま
で

の
生
活
環
境

を
知
る
所
で

あ
り
、
そ
の

後
家
庭
裁
判

所
に
て
審
判

が
下
さ
れ
ま
す
。

こ
の
施
設
に
入
っ
た
の
は
初
め
て
で
、

緊
張
感
も
っ
て
門
を
で
ま
し
た
。

非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域
社
会
で
す

し
、
更
生
を
促
す
の
も
こ
の
地
域
社
会
で

す
。
非
行
を
し
た
人
た
ち
が
立
ち
直
り
の

一
つ
の
要
素
と
し
て
地
域
社
会
が
あ
る
わ

け
で
す
。
吉
田
地
区
で
何
が
で
き
る
の
か

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

栄
村
よ
り

　
　
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
夏
の
地
域
安
全
運
動
」

吉
田
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
の
警
備
を
ス

タ
ー
ト
に
「
夏
の
地
域
安
全
運
動
」
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

８
月
１
日
～

３１
日
の
１
ヶ
月
間
に
立
て

看
板
の
掲
出
、
各
町
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

に
加
え
、
夏
休
み
期
間
の
学
校
等
公
共
施

設
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
、
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
の
広
報
活
動
と
し
て
年
金
支
給
日
に

合
わ
せ
て
吉
田
地
区
内
３
か
所
の
金
融
機

関
出
入
り
口
で
の
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。

今
後
も
月
１
回
の
青
パ
ト
に
よ
る
啓
発

活
動
を
軸
に
切
れ
目
の
な
い
防
犯
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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【視察を終えて】

平成23年県北部地震の
被災者支援に対し、栄村
より感謝状をいただき
ました。(Ｈ26.6.11)

【所長さんからお話をお聞きしました】

環
境
美
化
部
会

区
長
部
会

防
犯・
防
災
委
員
会

特殊詐欺被害防止啓発

吉田びんずる・何丸踊り  警備



吉田支所より

吉 田 地 区 住 民 自 治 協 議 会⑤　平成 26 年９月１日発行

団 体 名 事 業 名 事 業 の 概 要

いただきますの会
ひとりでできる！

子ども料理教室

子ども自身が将来にわたって正しい食生活を送れるように
支援するため、学校の長期休みや土日を利用して、吉田地
区の小中学生を対象に料理教室（簡単な調理実習と食育の
話）を開催する。

吉田小学校応援団
～水彩で描く～

ふるさと吉田の魅力再発見

吉田地区の名所旧跡等を描いた水彩画をはがき大の紙に印
刷して吉田小学校の児童、地域住民に配布し、絵葉書とし
て吉田地区の魅力を地域内外に伝える。

北長野地区ユニバーサル

デザイン（ＵＤ）研究会

北長野地区のユニバーサル

デザインのまちづくりの作成

高齢者や障がい者はもとより、誰もが安心して暮らせる、
安全な優しい街を目指して、北長野駅・北長野駅周辺をユ
ニバーサルデザインの街にするため、まず、地域住民向け
のユニバーサルデザインに関する勉強会を開催する。

上町うたう会 心に響く歌を求めて
毎月２回、童謡、唱歌などを歌う会を開催しているが、活
動の幅を広げるため、電子ピアノと楽譜つきの歌集を購入
する。

吉田支所では、地域の課題解決に向けて活動している団体に対し、その活動を支援するために支所発地域力向上支援金事業の対象
となる事業を６月２日から６月 30 日まで募集しました。その結果、１１ 団体から 14 事業の応募がありました。ご応募いただきありが
とうございました。

支所発地域力向上支援金事業選考委員会を７月３日に開催し、次の４事業に支援金を交付することを決定しました。

補助対象事業が決まりました！
支所発地域力向上支援金事業の

各代表のみなさんから、こんな声が届いています。
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吉田小学校応援団　
代表  村井善晃 (H26 年度吉田小学校 PTA 有志 )

上町うたう会
代表  森本俊子

いただきますの会
代表  穂苅  則子

北長野地区ユニバーサルデザイン（ＵＤ）研究会
代表  　町  洋三
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小学校低学年児童の子育てやしつけに関心のある方、子ども相手の仕事に挑戦してみませんか。

吉田児童センターの指導員を募集します！
募 集 要 項

１．勤務時間　　　 月～金曜日：13:00 ～ 18:00　（1 週間に数回 18:30まで）　土曜日：8:30 ～ 13:30
２．勤務内容　　　 吉田地区内のセンターを利用する小学校児童（1 ～ 3 年生）の
         放課後や学校休日の生活（遊び中心）管理
３．雇用条件  　      報酬：月払い（約８万円）　　　保険：雇用保険加入
４．資 格  等            吉田地区在住の方、または当センターへ通勤可能な方
                                 ①年齢 35 才～ 50 才位までの方 　②複数年勤務できる方
　　　　　　　　     男女不問　　保育士等の資格があれば なお可
５．勤務開始　　　 採用決定次第
６．募集人員　　  １名
７．応　　募　　  　写真付き履歴書（市販のもので可）を直接、または郵送で
　　　　　　　　　 吉田地区住民自治協議会事務局まで提出してください。
８．応募期限　　  　平成 26 年度中
９．選考方法　　　　書類審査、面接（日程については後日連絡します。）
10. 書類提出先　　 吉田地区住民自治協議会 事務局（平日９時～１７時）
　　　　　　　　　 〒 381-0043 長野市吉田３丁目 22 － 41（ノルテながの３階）　 TEL 263 － 6224
11．お問い合わせ　 吉田児童センター（平日午後のみ）　TEL ２６３－７２７８

★こいのぼり
　 【児童センターのみなさん】

★七夕
【吉田デイサービスの

　　　　　　　　みなさん】

季節を彩る作品を募集！！

今年は異常気象による、大きな自然災害が各地で発生しています。幸い吉田地区で
の被災の情報はありません。

これからは、台風の時節となります。災害のないことを願います。ニュース、周り
の方達等の情報に細心の注意をしましょう。    ｢編集委員一同｣
　

編 集 後 記

　地域のみなさまの作品、アイディアを

　お待ちしてます。

  　吉田地区住民自治協議会
   　　　　　　　263-6224

★七夕【児童センターのみなさん】


